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１．廃棄物一次撤去における年度別工事計画 

 ※平成 16 年度一次撤去計画策定時の年度別工事計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次撤去範囲（Ａエリア） 

H15 H16 H17 H18 H25～

第１年度 第2年度 第3年度 第4年度

廃棄物の撤去

対象区画の
ｼｰﾄを剥がし
て廃棄物を撤
去

撤去作業計画 計

撤去量（ｍ３/年） 17,820 41,040 37,140 671,400

撤去量（ｔ/日） 210 210 210

搬出車両台数（台/日） 21 21 21

備考
第5年度

H24

第10年度

H21

第7年度

H23

第9年度

95,900

項目

95,900

45

鉛直遮水工
場内道路工
表面遮水工
浸出水集排水施設
浸出水沈砂池
場内雨水貯留池
廃棄物仮置場整備

446

H19

95,900

H22

第8年度

H20

第6年度

45

95,900

45

446446

45

446446446

45 45

Ｆ
エリア
59,000

ｍ
3

B
エリア

156,000ｍ3

Ｄ
エリア

212,000ｍ3

Ｅエリア
12,000

ｍ
3

Ａ エリア
仮置場　　33,000m3

中間処理場　63,000m3

汚染拡散防止対策

合計値は
廃棄物のみ。

浸出水処理施設稼働　→

応急表面遮水工
浸出水処理施設
浸出水調整施設
浸出水導水施設
防災調整池

C
エリア

136,000ｍ3

95,90095,900

全体撤去

廃棄物を撤去。浸出水は処理施設で処理。

一次撤去

浸出水　19,800ｍ３を併せ
て撤去。
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２．分析方法等 

(1) 廃棄物の区分（普通産業廃棄物）の確認分析 

① 分析項目等 

普通産業廃棄物処理施設で処理する予定のブロックを対象として、適正処理の観点か

ら実施するサンプリング分析の分析項目及び判定基準値は以下の表 2-1 のとおりとす

る。 

表 2-1 廃棄物の区分の確認項目及び判定基準値 

項  目 特管判定基準値 備  考 

カドミウム及びその化合物 0.3mg/l以下 特管判定基準値は、「金属

などを含む産業廃棄物に

係る判定基準を定める省

令」の別表第１による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛及びその化合物 0.3mg/l以下 

有機燐化合物 1mg/l以下 

砒素及びその化合物 0.3mg/l以下 

トリクロロエチレン 0.3mg/l以下 

テトラクロロエチレン 0.1mg/l以下 

ジクロロメタン 0.2mg/l以下 

四塩化炭素 0.02mg/l以下 

1,2－ジクロロエタン 0.04mg/l以下 

1,1－ジクロロエチレン 0.2mg/l以下 

シス－1,2－ジクロロエチレン 0.4mg/l以下 

1,1,1－トリクロロエタン 3mg/l以下 

1,1,2－トリクロロエタン 0.06mg/l以下 

1,3－ジクロロプロペン 0.02mg/l以下 

ベンゼン 0.1mg/l以下 

ダイオキシン類 3ng-TEQ/g以下 

 

※分析項目の設定は、既往の廃棄物調査の結果、これまで検出されていない項目及び土壌

環境基準以下の項目は省略する。 

       【省略項目】アルキル水銀化合物、水銀及びその化合物、有機燐化合物、六価クロム

化合物、シアン化合物、ＰＣＢ、チウラム、シマジン、チオベンカルブ 

② 分析方法 

公定法によることを基本とする。 

 

③ 試料採取方法 

１ブロック（20m×20m×2.5m）ごとに、掘削前に表層 50cm の位置の試料を 5点採取

し、等量混合して１検体とすることを基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 分析試料採取イメージ図 

20m 

20m 
表層から深度 50cm 
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(2) 特別管理産業廃棄物２（ＶＯＣのみ）の確認分析 

① 分析項目等 

特別管理産業廃棄物 2（ＶＯＣのみ）について、選別後に必要に応じて行うＶＯＣ濃

度の確認分析の分析項目及び判定基準値は以下の表 2-2 のとおりとする。 

 

表 2-2 特別管理産業廃棄物 2（ＶＯＣのみ）の確認項目及び判定基準値 

項  目 特管判定基準値 備  考 

トリクロロエチレン 0.3mg/l以下 特管判定基準値は、「金属

などを含む産業廃棄物に

係る判定基準を定める省

令」の別表第１による 

 

 

 

 

テトラクロロエチレン 0.1mg/l以下 

ジクロロメタン 0.2mg/l以下 

四塩化炭素 0.02mg/l以下 

1,2－ジクロロエタン 0.04mg/l以下 

1,1－ジクロロエチレン 0.2mg/l以下 

シス－1,2－ジクロロエチレン 0.4mg/l以下 

1,1,1－トリクロロエタン 3mg/l以下 

1,1,2－トリクロロエタン 0.06mg/l以下 

1,3－ジクロロプロペン 0.02mg/l以下 

ベンゼン 0.1mg/l以下 

 

② 分析方法 

公定法によることを基本とする。 

 

③ 試料採取方法 

石灰混合の廃棄物は、混合され均質化されていると考えられる。また、混合によりＶ

ＯＣが揮散する可能性があるため、試料の採取は基本的に 1,000ｍ３ごとに混合物ヤー

ドから１点採取する。 
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(3) 土壌（地山・覆土）の確認分析 

① 分析項目等 

土壌の確認分析項目及び判定基準値は表 2-3 のとおりとする。 

 

表 2-3 土壌（地山・覆土）の確認分析項目及び判定基準値 

項  目 土壌環境基準値 備  考 

カドミウム及びその化合物 0.01mg/l以下 土壌環境基準値は、「土壌

の汚染に係る環境基準に

ついて（平3 環告46号 改

正平13環告16）」の別表に

よる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛及びその化合物 0.01mg/l以下 

有機燐化合物 不検出 

砒素及びその化合物 0.01mg/l以下 

トリクロロエチレン 0.03mg/l以下 

テトラクロロエチレン 0.01mg/l以下 

ジクロロメタン 0.02mg/l以下 

四塩化炭素 0.002mg/l以下 

1,2－ジクロロエタン 0.004mg/l以下 

1,1－ジクロロエチレン 0.02mg/l以下 

シス－1,2－ジクロロエチレン 0.04mg/l以下 

1,1,1－トリクロロエタン 1mg/l以下 

1,1,2－トリクロロエタン 0.006mg/l以下 

1,3－ジクロロプロペン 0.002mg/l以下 

ベンゼン 0.01mg/l以下 

フッ素及びその化合物 0.8mg/l以下 

ホウ素及びその化合物 1mg/l以下 

ダイオキシン類 1ng-TEQ/g以下 

 

※分析項目の設定は、既往の廃棄物調査の結果、これまで検出されていない項目及び土壌

環境基準以下の項目は省略する。 

       【省略項目】アルキル水銀化合物、水銀及びその化合物、有機燐化合物、六価クロム

化合物、シアン化合物、ＰＣＢ、チウラム、シマジン、チオベンカルブ 

 

② 分析方法 

公定法によることを基本とする。 
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③ 試料採取方法 

(ｱ) 地山 

地山の土壌分析は廃棄物撤去後の下層土壌の汚染の有無を確認するために行う。

したがって、試料の採取は「土壌汚染防止対策法に基づく調査及び措置の技術的手

法の解説」を参考に 30m メッシュごとに、表層 50cm の位置の試料を９点採取し、

等量混合して１検体とすることを基本とする。 

なお、ＶＯＣ分析用検体については、混合により揮散する可能性があるため、１

地点（基本的に中央の１地点）から採取したものを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 覆土 

覆土については、掘削時にできる限り分離し、仮置きしたものについて汚染の有

無を確認するために行う。 

したがって、仮置きした状態の土壌は混合され均質化されていると考えられるこ

とから、試料の採取は 1,000ｍ３ごとに 5 点採取し、等量混合して１検体とするこ

とを基本とする。 

なお、ＶＯＣ分析用検体については、混合により揮散する可能性があるため、１

地点（基本的に中央の１地点）から採取したものを使用する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

表層から深度 50cm 
30m 

30m 
10m 

図 2-2 地山確認分析試料採取イメージ図 
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３．掘削工程 

(1) ブロック管理 

① 廃棄物分布平面図 

② 廃棄物分布断面図（代表断面） 

③ 廃棄物ブロック割平面図 

④ 廃棄物ブロック割平面図（管理図） 

⑤ 廃棄物ブロック割断面図 
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③
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④
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⑤
 

廃
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(2) 浸出水導水計画 

① 目的 

浸出水集排水設備は、事業地内の浸出水を速やかに浸出水貯留池に排出し、不法投棄

廃棄物内での滞留を防ぐことを目的とする。 

② 設置位置 

ｱ) 周回道路沿：道路法尻に設置し、全体的に浸出水位を下げる。 

ｲ) 遮水壁沿：遮水壁沿いに設置する。 

ｳ) 掘削作業用道路沿：掘削標高毎に設置する道路（法尻）に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 浸出水導水設備計画図 

標準断面図 

平面配置図 
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(3) 表面遮水工計画 

① 目的 

雨水の地下浸透を抑制し、浸出水を削減する目的で、表面遮水シート等により不法

投棄現場内からの速やかな雨水排水を図るものとする。 

② 廃棄物掘削中の表面遮水 

撤去範囲内において、できうる限り表面遮水を行い、雨水の浸透を抑制する。 

遮水シートは、掘削作業に伴い、一時的に剥すことになるが、その開放範囲は最小限

とし、掘削後は再敷設を行う。 

③ 廃棄物掘削後の表面処理 

廃棄物掘削後についても、浸出水の削減対策は必要であるため、地山の表面処理（仮

キャッピング）を行う。 

また、環境再生方法により、適宜、地山表面処理の工法を検討する。 

 

(4) 雨水排水計画 

① 目的 

雨水排水設備は、表面遮水施工範囲の表流水を速やかに集排水するために設置する。 

 

② 雨水排水路の考え方 

雨水排水路は、周回道路沿いの水路を幹線として設置する。表流水がシート上で滞留

しないように勾配をとり、確実に集排水できる構造とする。 

撤去後は、再度、雨水排水路を設置し、幹線水路に接続する。 

雨水排水路は、仮設工であり、かつ工事中のルート変更が考えられるため、施工性の

良いコルゲートＵ字フリュームあるいはコンクリートＵ字側溝等とする。 

 

図 3-2 雨水排水設備標準断面図 

 

 

 

標準断面図 
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４．選別工程 

(1) 選別ヤードの概略配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 選別ヤードの概略配置図 

 

 

(2) 付帯設備 

選別ヤードの付帯設備として、トラックスケール，浸出水集排水設備，雨水集排水設備

と雨水貯留槽を設置する。 
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５．運搬工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搬出時のダンプトラック（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラックスケール（例） 
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６．作業環境管理 

■硫化水素対策計画について 

本掘削現場では、掘削作業中の硫化水素発生が懸念されるため、検出レベルによって、

以下の対策を行う。 

 

(1) 管理基準値（2.5ppm）以下の場合 

掘削レベルに浸出水集排水管を設置し、周囲の水位を低下させながら、掘削作業を進め

る。 

① ベンチカット掘削により作業空間をオープン化する。また標高の高いエリアより、ス

ライス式で掘削し、除々に標高を下げる。 

② 掘削用場内道路は、現在の場内道路を優先して利用しながら、標高が下がる度に掘

削標高毎に設置する。場内道路沿いに浸出水集排水管を事前に設置し、浸出水の低下

を図りながら掘削を行う。 

③ 基本的に風上側での作業を心がけ、掘削盛土面の風下側での作業を極力避ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 硫化水素対策１（ベンチカット掘削＋地下水位低下） 

 

(2) 管理基準値（2.5ppm）を超えた場合 

硫化水素濃度が管理基準値の２．５ppm を超過した場合には、作業を中断し、以下の手順

にて作業環境を改善したことを確認して作業を再開する。 

① 可搬型換気装置（風管（折りたたみ式ダクト）＋送排風機のセット）を設置する。 

② 作業場の対策範囲を考慮して適当な吸気場所より新鮮な空気を対策場所（ガスの発生

箇所等）に送気して硫化水素ガス濃度を下げる。 

③ 硫化水素濃度（2.5ppm 未満）、酸素濃度（19.5％以上）が管理基準値を満足したこ

とを確認し、作業を再開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 硫化水素対策２（可搬型換気装置の使用） 

掘削作業概要図 
②作業空間の滞留ガスの散気・換気 ①風管の使用 

（新鮮な空気の供給） 

風管（吸込み側）

風管（吐出側） 

電動式送排風機 

②浸出水集排水管 
（廃棄物内の保有水位の低下） 

掘削作業概要図 
①ベンチカット掘削 
（掘削面及び作業空間のオープン化）

③有風時は風上での作業 
（空気の入替え、新鮮な空気の供給）

掘削管理高さ 
2.5ｍ以内 


